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タバコ栽培における前作麦の影響

大　堀　和　信・藤　倉　秋　男

（日本専売公社　盛岡たばこ試）

1　ま　え　が　さ

タノミコ栽培の現況をみると兼色種，在来種虻あっては．

前作麦間作付けが必須の耕作法として．耕作体系の中に

組みhれられてきているが・東北北部に栽培されている

バーレ一種では裸地栽培が一般的である．黄色種・在来

種にかける前作麦の効果は・1つにはタバコのキウリモ

ザイク病の媒介者である有掬アブラムシの直接的な附着

を防止することにある（1例として第1表に岡山たばこ

試験場における調査結果を示した）．さらにhま1つは

凍霜等の予防に対しても蜘ナによる気象的効果は
大である．

今日バーレ一種においても栽培の早作化がおこなわれ

てきて・移植時の凍霜害あるいは低温に遭遇する頻度も

多くをってきてhるとともに一　タバコのキウリモザイク

病がタ′くコ病等中の首位をしめるにいたれバーーレ一種

の栽培につhても前作麦の有無についての効果の検討が

必要となってきた・このようを趣旨にもとづいて本試験
を実施した．■

2　獣　徽　方　法

供試材料はタバコはバーレ一種水戸3「弓，前作麦はナ

ンブコムギを供試したヽ試験区別は裸地雨北陸区と麦間

南北畦区，麦間東西畦区の3区につhて，1961年と

1962年の両年陀わたカ実施した・耕作法は当場慣行
法に従った．

3　贅義結果および考嚢
1気象環壌把ついて

移植上少大士寄（前作麦刈取時）までの本畑の気象環

壕を見ると気泡の経過比第1図虻示すよう軋最高温度

では初期のあいだま間東西畦区・麦間南北畦区・裸地

雨北陸区の順把高く・後期は麦間東西畦区よカも麦間

南北畦区の方が高く経過し・最低屯度は照始麦間東西

瞳区・表間南北畦区・裸地南北畦区の脈に高かった．
（第1図）

第1表：麦間日数とキクリモザイク病の発生との
関係

（岡山試　魚住1956）

移 植 月 日 麦 間 日 数 供 試 株 数 発 病 株 数 発 病 歩 合

4 月 6 日 2 0 日 1 1 4 本 7 2 本 6 a 2 ～

′ a 5 1 1 4 1 8 15 8

■ 5 0 1 1 3 1 0 9

4 月 2 1 日 2 0 1 1 4 6 6 5 7 9

〝 3 5 1 1 4 2 3 2 8 2

′ 5 0 1 1 4 8 7 0

江・供試品種：ブライトエロー

地温（地中5亡サ）の経過をみると第2図の上うで．最高

地温は前半は麦間南北陸区・麦間東西畦区・裸地雨北

陸区の脈に高かったが・後半はむしろ裸地区の方が真

岡両区よ少も高く仁裸地雨北陸区・麦間東西畦区・麦

間南北陸区の版であった・最低地温では裸地区が終始

麦間両区よカも低く，またま間両区では前半は東西畦

区が後半は南北蛙区が高く経過した．

つぎに特定日の気象環境の日変化については第2表に

示したとおカである．気温の変化を比較すると且．皿．11．

00－pn3．00の太陽の南中時は衰間東西畦区・麦間南

北陸区・裸地雨北陸区の脂で裸地区よカも麦間両区の方

が高かったが，朝・夕は裸地区の方が麦間両区よ少も高

かった．地温は気温と同様の傾向であった．日射量・蒸

発量の経過では．裸地区が麦間地区上月も明らかに高く，

麦間区間では東西瞳区が南北畦区よカも高かった．

2　クノくコの生育について

1961－1962年の2年間は晩霜による被害・タ

バコのキウリモザイク病の発生はほとんどみられず，し

たがって本畑における調査はダバコの生育についてのみ

おこなった．

あらかじめ設定した個体については乗数・草丈の増加

経過をみると．1961年では（第3表）票数増加が裸

地雨北陸区・麦間東西畦区・麦間南北藍区の順に遠やく．

草丈の伸長速度は麦間東西畦区が最も大で．続いて麦間
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第1図　気温の経過（19　62年）
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第2図　気温の経過（1962年）

第2表　　　気象環境の日変化

（1 9 6 1 ．7 ．5 ）

区　　 一別

経　　　　　 過　　　　 時　　　　　 刻

8 9 1 0 1 1 1 ご 1 3 1 ′1 1 5 1 6 1 7 1 8

気 温
裸 地 南 北 睦 3 Ⅰ，5 3 1 8 3 2．こ） 3 ヱ2 3 2 5 3 】．3 3 】．5 3 2 0 3 8 7 2 8 3 2 7 8

（‘C ）
麦 間 東 西 畦 2 7 1 3 8 1 3 2，1 3 2 4 3 3 4 3 ま5 3 3．3 3 3 4 3 （10 2 7 7 2 7 2

麦 間 南 北 畦

裸 地 南 北 畦

2 6 3

2 1．3

2 a 5 3 （1：i 3 1．5 3 】．9 3 2 7 3 ：i O 3 2 4 3 8 5 2 7 7 2 7 1

地 温 2 1．6 2 2 2 2 2 6 2 3 1 2 3．3 2 3 6 2 ユ8 2 3 9 2 4．2 2 4．1

（脚 ） 麦 間 東 西 畦 2 1．8 2 2 4 2 3 1 2 4．0 2 4．5 2 5 4 2 5 8 2 6 4 2 6 4 2 6 1 2 5 9

（●C ） 麦 間 南 北 畦 2 1．4 2 2 0 2 2 8 2 3 7 2 4．2 2 5 3 2 5 9 2 6 3

8 8 5

2 6 7

8 2 0

2 6 3

0．1 1

2 5 8

． 8 0 9

日射量 裸 地 南 北 畦 q 8 9 G 9 6 1．1 3 1．1 6 1．2 14 1．1 こZ 1．0 0

（d ／も撥
麦 間 東 西 瞳 0 8 3 8 9 2 1．0 2 1．0 5 1．1 2 1．0 1 8 9 2 8 7 8 8 2 0 8 0 7 8 0 6

麦 間 南 北 畦

親し地 南 北 畦

8 8 9 8 6 1

8 5

1．1 3 1．1 日 1．2 1 1，0 9 1．0 0 8 8 5 G l l 8 0 6 8 0 5

鞄 8 0 1．5 ヱU 2 4 3 3 3 8 4 3 4 8 毘0 5 1

（セ ）
友 間 東 西 畦 n O 8 3 8 7 1．2 1 6 2 4 2 9 3 4 4 0 4．1 ・ 4 2

麦 間 南 北 瞳 n O n l 8 4 8 8 1．3 2 0 2 8 ユ1 a 6 3 8 ユ9

勧地区・裸地割晦区の版であったが・前作麦刈取時（移植後

50日日）以降裸地の伸長が麦間両区よ少も勝った．

1962年では（第4表）∴実数の増加は初期のあい

だ麦間両区の方が裸地区よ少も速かったれ　移植後50

～60　日日頃裸地区の増加が大きく，60日日の実数

は最も多かった．また草丈については1961年と同

様移植後60日日頃までは麦間東西畦区が巌も大きく，

同じく友間南北肺区が続き，裸地南北蛙区は最も低か

ったが，開花時までには，この傾向はほとんど無くな

ってきた．さらに第5表に示した1962年の株当少
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乾物重の増加経過を此戟すると，草丈の伸長速度と同

様の傾向を示し，前作麦刈取時までは麦間両区が裸地

区よ少も・友間両区では東西吐区が南北畦区よカも勝

さる結果を示したが，‾棚Jの後半期から開華期にかけ

て，この傾向は小さく，むしろ逆転する傾向がみられ

た・すなわち開花時の株当力乾物重は．裸地区が最も

重く．麦間両区ではほとんど差はなかった．また第6

表のように前作麦刈取り匠摘恒別咋期の各区クノくコの葉

厚・単位棄面桔重は裸地区が麦間両区よりも勝され

葉面積では麦間両区が裸地区よりも大きく，麦聞区の

タバコが裸地区のそれに比して薄く明らかに軟弱型に

生育したことを示した．

第7表は前作麦の有無による兼組織厚を比叡したもの

であるが各部分とも麦間区のそれに比し，裸地区のもの

が勝さる結果を示した・また肉眼的観察でも前作豪刈取

後のタバコは最初から裸地にあったタバコに比較して晴

天日の日中の萎掬は著しいようであった．

ま　タバコの生産力について

タバコの生産力を此戟すると108当身収量は1961，

1962年の両年とも裸地区が麦間両区ようも勝きり，麦

間区間では東西陸区が南北畦区よりも勝った．品質を示

すり当力価格では年次によカまったく反対の結果を示し，

第 3 表　 本 畑 に か け る 乗 数 ・草 丈 の 増 加 経 過　　　　　　　　 （1 9 6 1年 ）

区　　　　　　 別
経　　　　　 過　　　　　 日　　　　　 数

1 3 2 1 2 8 3 5 4 2 4 9 5 7 6 3

葉　 数

裸 地 南 北 畦 1 3 9 1 5 5 1 7 9 2 8 8 2 5 5 3 4 1 4 1．1 4 2 1

麦 間 東 西 軒 1 3．7 1 5 2 1 7 6 2 8 5 2 4．7 3 1 6 3 9 6 4 8 7

（枚 ） 麦 間 南 北 畦 1 2 8 1 4．2 1 7 0 1 9 9 2 4、0 3 2 8 3 8 0 4 1．3

草　 丈

裸 地 南 北 畦 1．6 1，9 a O 5 6 1 8．1 」　 4 2 7 8 a 7 1 2 1 3

麦 間 東 西 畦 2 0 a 7 6 2 1（18 2 6 1 4 8 1 7 6 7 1 0 7 3

（伽 ） 麦 間 南 北 畦 1．8 2 8 4 4 8 7 2 2 7 4 6 3 7 6 7 1 0 4 1

第4表　　本畑にかける票数・葦丈の増加経過
（1 9 6 2年 ）

区　　　　　　　 別
経　　　　　 過　　　　 日　　　　 数

1り 2 0 30 40 5 0 6 0 開花時

乗　 数

裸 地 南 北 吐 12 2 ト　　　 ト1．3 17 3 22 2 2 96 4a O －

麦 間 東 西 畦 12 7 15 2 18．3 24 0 3 10 4 2 7

（枚 ） 麦 間 南 北 畦 12 6 ト　 14．6 18 2 2 25 28 4 3 9 7 －

草　 丈

裸 地 南 北 畦 2 9 2 5 4 1 7 8 176 55 0 15 8 4

麦 間 東 西 畦 a l a 5 5 6 17 8 42 5 8 28 16 2 5

（蝕 ） 麦 間 南 北 畦 ユ3 3 9 6 1 12 3 3 a8 64．2 15 5 6

第5表　　本畑＝：かける乾物重の増加経過（タ／株）
（1 9 6 2年 ）

区　　　　　　 別
経　　　　　 過　　　　 日　　　　 数

0 10 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 開花 時

裸　 地　 南　 北　 畦 8 5 3 8 6 9 8 9 0 ユ2 4 8 5 3 3 2 2 7 8 4 6 7 2 5 2 5 0

麦　 間　 東　 西　 睦 8 5 3 0 7 8 1 7 6 3 8 8 1 4 2 2 4 2 3 1 9 8 4 6 2 3 8 7 6

麦　 間　 南　 北　 睦 8 5 3 8 6 7 ⊥2 6 a 2 5 9 5 3 3 2 0 2 6 9 9 4 2 3 9 9 3

一定の傾向はみられなかった．

このような前作よ刈り取．り後の茶畑後期における生

育の逆転機構については．前作菱刈力取少による日射

量・風速・蒸発量等の急激を変化が当然考えられ，ま

た前述のように麦間においてタバコは比較的徒長軟弱

型に生育しているので一つの推測として薪しい環境に

順応するまでの生育調整作用のようなものが働いて相

対的に生育が遅れ，これが麦刈後の生育の逆転となっ

て現われるのではをhかと考えられる．
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第6表　　　葉面赦・棄厚・単位面横重の比戟
（1962年）

区　　　　　 別

経　　　　 過　　　　 日　　　　 が

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 平　 均 此　 数

棄 面 横 裸 地 南 北 陸 9 2 7 3 6 4 2 0 7 4 7 7 1 0 6 8 1 7 1 0 5 2 7 1 0 0

（棄巾 ×兼 良 ） 麦 聞 東 西 吐 〟 r　　 9 7 1 4 3 3 5 8 8 7 3 1 5 2 9 1 7 0 5 6 8 5 1 3 8 0

麦 間 南 北 吐 〝 8 3 9 9 2 7 6 6 6 0 1 1 8 6 1 4 4 8 5 4 9 1 0 4 2

棄； ．厚 裸 地 南 北 畦 3 7 5 3 3 4　　　 4 0 3 4 2 8 4 1 4 3 9 9 4 5 7 4 0 6 ln O

（〟 ） 友 間 東 西 畦 〝 3 7 5 1　 3 9 4 3 8 7 3 8 0 3 5 1 3 5 0 3 7 3 9 1．9

麦 聞 南 北 畦 〝　　　　 3 7 1 3 8 1 4 1 3 3 4 5 3 7 3 3 8 3 3 7 7 9 2 9

単 位画板重 裸 地 南 北 畦 2 2．6 3 0 9 4 7 0 亭2 9 3 7 7 3 ま0 3 4．8 3 6 1 1 0 0

（呼 ／10 扇 ） 麦 間 東 西 畦 〝 2 9 6 3 5 4 2 5 5 3 2 6 3 2 4 2 2 4 2 8 7 8 2 3

麦 間 南 北 畦 〝 2 4 8 4 8 8 2 6 1 2 6 2 3 8 7 2 7 4 2 9 3 8 L 2

第7表　　前作麦の有無による組級犀の此戟

（1961年）

上面
表皮

〃

海綿 下面
葦　 原

組織 表皮

〃 〃 〟

2 8 9 1 2 4 4 1 4 8 1 2 3 8 3 2 5 2

l

l 2 1 3

1 0 13 1 0 6 8 1 9 2 2 4 9 2

供試品種　水戸8号
調査月日　7月1日．16枚自（最大葉）

4　む　　ナ　　ぴ

この試験の結果を要約すると次のとお少である・

1麦間東西瞳は空間・地中温度ともに最も高く，

日射量・蒸発量は裸地南北畦と麦間南北睦の中間で，

気象環境としてタバコの初期生育に限っていえば最も

適してお力．裸地は麦間に劣る環場と判断された・

2　実際タバコの初拗生育は裸地よカ麦間の方が

旺盛であったが．前作麦刈力取少時以降開花期までの

間にこの傾向は逆転した・

a　タバコの収量は裸地南北睡区が最も勝され品

質では一定の傾向を示さなかった・

4　したがって，バーレ一種タバコに対する前作麦

の存在はタバコのキウリモザイク病の被害・凍霜害の

予防効果を除外した場合は・その生産力に対して若干

マイナスに作用することがうかがわれた・

第8表　生産力の比較　（108当カ）

年次 区　 別 収　 量 金　 額 り当価格

1≦Bl

裸地南北畦 2 78 4 且グ 4 8，4．53 円 174 0 円

麦間東西畦 26 4 3 5 乙0 3 3 1 96 9

麦間南北藍 2 5 8 9 4 3，9 2 2 1 7良1

1蛇

裸地南北畦 23 1 2 5 6 9 6 3 2 46 2

未聞東西畦 2 13 5 4 4，4 68 2 08 3

麦間南北吐 19 7 6 4 1．4 5 2 209 8
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